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このまちの救急医療を考える

い
つ
で
も
対
応
で
き
る
の
が
理

想
で
す
が
、
医
療
は
限
ら
れ
た

資
源
で
す
。
医
師
会
や
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
一
人
一
人
が

こ
の
問
題
に
真
剣
に
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
来

て
い
る
の
で
す
。

✚
二
次
救
急
医
療
と
し
て
の
渥

美
病
院

　

二
次
救
急
医
療
と
は
、
一
次

救
急
で
は
診
ら
れ
な
い
症
状
の

重
い
患
者
に
対
応
し
て
い
ま
す

が
、「
仕
事
を
休
め
な
い
」
な

ど
自
分
の
都
合
や
心
配
か
ら
、

軽
い
症
状
で
病
院
の
救
急
外
来

を
訪
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ

ニ
受
診
」
が
社
会
的
に
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
渥
美
病
院
も

例
外
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
こ

と
が
重
な
る
と
、
救
急
外
来
が

混
み
合
い
、
命
に
関
わ
る
よ
う

な
重
症
者
の
対
応
に
影
響
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
の
診
療
時
間
に

来
ら
れ
る
人
ま
で
夜
間
に
受
診

す
る
と
、
医
療
従
事
者
が
疲
弊

し
、
救
急
医
療
体
制
の
維
持
が

難
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

✚
一
次
救
急
医
療
を
支
え
る
在

宅
当
番
医
制

　
在
宅
当
番
医
制
と
は
、
平
日

夜
間
と
休
日
を
田
原
市
医
師
会

に
所
属
す
る
医
師
が
輪
番
で
診

療
を
担
当
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
は
、
一
次
救
急
医
療
と

い
う
比
較
的
症
状
の
軽
い
救
急

患
者
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
医
師
や
看
護
師
の
数

は
、
全
国
平
均
の
約
２
分
の
１

と
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
夜

間
や
休
日
に
当
番
医
を
勤
め
る

医
師
は
、
内
科
系
で
18
名
。
平

均
年
齢
は
64
歳
、
中
に
は
当
番

医
が
免
除
さ
れ
る
年
齢
の
75
歳

を
超
え
て
も
診
療
し
て
い
る
医

師
も
い
ま
す
。
医
師
は
、
昼
間

の
診
療
を
終
え
て
か
ら
、
夜
間

診
療
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。
翌

日
は
通
常
の
診
療
が
あ
り
、
医

療
従
事
者
が
疲
弊
し
て
い
る
の

が
現
実
で
す
。

　

市
民
の
方
か
ら
、「
な
ぜ
休

日
夜
間
診
療
所
が
な
い
の
？
」

「
具
合
の
悪
い
子
ど
も
を
連
れ

て
、
豊
橋
ま
で
行
く
の
は
大

変
！
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

「
夕
方
熱
っ
ぽ
く
、
体
温

を
測
っ
て
み
た
ら
、

38
・
８
℃
。
も
う
診
療
所
は
閉

ま
っ
て
い
る
し
…
」

　
そ
ん
な
時
、
頼
り
に
な
る
の

は
在
宅
当
番
医
制
。
平
日
は
午

後
９
時
ま
で
、
休
日
も
午
後
5

時
ま
で
診
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
渥
美
病
院
は
３
６
５

日
24
時
間
救
急
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
市
の
救

急
医
療
が
危
機
に
あ
る
こ
と
を

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
。

　
今
回
は
、地
域
医
療
の
う
ち
、

特
に
救
急
医
療
に
つ
い
て
、
本

市
の
現
状
を
知
り
、
正
し
い
医

師
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
夜
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
病
院
へ
」

こ
の
当
た
り
前
が
、
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る
…

▼
健
康
課
☎
23‐３
５
１
５

こ
の
ま
ち
の
救
急
医
療
を
考
え
る
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一次救急医療を支える田原市医師会と二次救急医療を支える渥美病院。
それぞれの立場で、本市の救急医療について語っていただきました。

Q.一次救急とはどのような医療で
すか？

Ａ．応急処置が主な治療で、翌日まで
症状を抑え、専門医につなぐ処置
です。

Q.在宅当番医制があってよかった
と感じるときは？

Ａ．自分の患者さんが、休日に他の当
番医の先生に助けてもらったこと
を聞くと、在宅当番医制があって
よかったと思いますね。

Q.一次救急を維持していくためには？
Ａ．医療技術の発達により、治る病気

が増え、医療現場は忙しくなるば

かりです。皆さんも、病気になれ
ば病院に行けばよいと思うので
はなく、まずは自分の健康管理を
しっかりと行いましょう。万が一病
気になっても、慌てず様子を見る
ことも時には必要だと思います。
昔からいわれているように、風邪
のときは、温かいおかゆを食べ、
体を温めて汗をかくなど自分で対
処できることをまずはやってみてく
ださい。
　ただ、昼間我慢していて、夜に
なって在宅当番医に飛び込むの
はやめましょう。調子が悪ければ、
できるだけ昼間のうちにかかりつ
け医に相談してくださいね。

Q.二次救急とはどのような医療で
すか？

Ａ．一次救急である在宅当番医が空
いていないときに救急医療を行う
のが二次救急。また、一次救急で
は診れないケースを診るのも二次
救急の仕事です。

Q.二次救急医療で大変なことは？
Ａ．当直で救急医療に従事している

と、専門外の患者さんを診なけれ
ばならないのは大変です。たとえ、
専門分野の患者さんでも、その時
間帯は救急の医師が対処するの
で、専門的な治療はできません。

緊急性がないかどうか判断するの
が救急の医師の仕事です。患者
さんは、専門的な治療が受けたく
て来る方がいるので、この点を理
解してもらうのに苦労しますね。

Q.これからの救急医療は？
Ａ．救急医療を維持していくには、ま

ずは医師不足の解消が必要で
す。そこが改善されなければ、元も
子もない話になりますが、一次から
三次までの各救急医療がちゃんと
役割分担できているのが理想で
す。また、それを市民の方に理解し
ていただくことが一番大切です。

田原市医師会副会長（ふれあいばし診療所院長）
荒木信泰医師

渥美病院副院長兼整形外科部長（外来救急運営委員長）
市川恒信医師

現場の
声

▲「冬場はとても忙しく、スタッフの健康
状態も心配です」と話す荒木先生

▲「正しい診断ができ、きちんと治療し
完治できたときはやはりうれしいです
ね」と話す市川先生
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このまちの救急医療を考える

三次救急
一刻を争う重篤な
救急患者に対応

二次救急
入院治療や手術を

必要とする救急患者に対応

一次救急
（初期救急）
比較的症状の軽い
救急患者に対応

緊
急
度

症 

状

低軽症

高重症
豊橋市民病院  ☎（０532）33-6111
東三河地区唯一の第三次救急医療施設。
休日・夜間を問わず、24時間体制で救急医療を行っている。
重篤な患者の治療が優先される。

厚生連渥美病院　☎22-2131
急患については休日・夜間を問わず診療可能
だが、診療科によっては対応できないことも
ある。

【小児科時間外診療日】
月・火・金曜日（祝祭日除く）17：00～18:30

（あらかじめ電話で連絡を）

田原市在宅当番医制
診療所で、輪番で診療を行う。
症状や年齢によっては、診療できないこともあ
る。受診する際は、各医院へ電話してから行く。
日曜・祝日・年末年始【医科】9:00～17:00
※昼休みについては、各診療所にお問い合わ
せください。

【歯科】9：00～12：00
平日夜間【医科】各診療所診察終了時間～
21：00
※当直医は、田原市健康カレンダー、広報た
はら、市HP、東三河救急ナビっち（ http://
www.city.toyohashi.lg.jp/14844.htm）
などに掲載

✚救急医療のしくみ✚

田原市在宅当番医制や渥美病院で対応できない場合
豊橋市休日夜間急病診療所（ほいっぷ）　
☎（0532）48-1110

【休日】9:00～12:00、13:00～17:00（受付は終了
30分前まで）

【夜間】20:00～翌朝7:00（ただし23:00～翌朝7:00
の間、1歳未満の乳児は休診）

　
受診するか悩んだらまずは、電話で相談しましょう
●子どもの場合　小児救急電話相談
☎♯８０００（全国共通短縮電話番号）
※短縮番号を利用できない場合☎（052）962-9900

【相談時間】19:00～翌8:00
【相談料】無料（通話料は相談される方の負担）
【相談員】看護師（難しい事例は小児科医）

●大人の場合　救急医療情報センター　
☎23-11３３（無休、24時間対応）
症状に応じた医療機関情報を知ることができます。

　
負担しなければならない医療費　
救急医療には高い費用がかかります。

●時間外に医療機関を受診した場合、時間外
などの割合料金が必要になります。

●豊橋市民病院を紹介状なしに初診で受診
された場合で、入院を要しない時などには、
診療費の他に初診時選定療養費（5400円）
が必要になります。
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✚
本
当
に
必
要
な
人
が
治
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を

　
私
た
ち
の
命
や
健
康
は
、
医

師
が
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
医
師
な
ど
医
療
現
場

で
働
く
人
の
命
や
健
康
は
誰
が

守
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
医
師
だ
っ
て
人
間
で
す
。

医
療
現
場
で
働
く
人
々
が
、
健

康
で
希
望
を
持
っ
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
に

は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
心
掛

け
が
大
切
で
す
。

　
急
病
の
時
は
、
我
慢
せ
ず
安

心
し
て
医
師
に
か
か
っ
て
く
だ

さ
い
。
本
当
に
必
要
な
人
が
必

要
な
時
に
医
師
に
か
か
れ
る
よ

う
、
普
段
か
ら
健
康
に
気
を
付

け
、
病
院
を
受
診
す
る
と
き
の

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
あ
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
病
院
が
な
く
な
る
前

に
、
医
師
の
か
か
り
方
を
見
直

し
、
ま
ず
は
医
師
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
共
に
こ
の
ま
ち
の
救

急
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

✚
救
急
医
療
は
市
民
の
生
命
線

　
本
市
は
、
地
域
の
救
急
医
療

を
守
る
た
め
に
、
医
師
会
の
在

宅
当
番
医
制
や
公
的
病
院
救
急

医
療
施
設
で
あ
る
渥
美
病
院
へ

の
運
営
支
援
の
ほ
か
、
本
市
で

医
師
と
な
る
学
生
へ
の
医
師
確

保
修
学
資
金
貸
与
事
業
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す

た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
赤
羽
根
診
療
所
の

開
設
準
備

な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な

施
策
を
講

じ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
医
療
人
材
の
不
足

は
簡
単
に
解
決
で
き
る
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
を
必
要
と
す
る
私
た
ち

自
身
が
、
こ
う
し
た
現
状
を
理

解
し
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

✚
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

①
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を

・
正
し
い
生
活
習
慣
と
適
度
な

運
動
で
健
康
づ
く
り

・
健
診
（
検
診
）
や
予
防
接
種

を
受
け
て
、
病
気
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
と
、
か
か
り

つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ

う
。（
セ

※

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
対
象
に
な
り

ま
す
。）

②
も
し
病
気
に
な
っ
た
ら

・
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

・
受
診
に
迷
っ
た
ら
、
電
話
で

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
方

は
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら

利
用
中
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョン
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
＝
健
康
診
断
を
受
け
て
い

る
人
が
、
市
販
薬
を
購
入
し

た
際
、
所
得
税
控
除
を
受
け

ら
れ
る
制
度
。
詳
し
く
は
厚
労

省
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.m
hlw

.
go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000124853.htm

l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。】

✚
い
ろ
い
ろ
な
講
座
や
検
診
を
受
け
て
み
よ
う

　

本
市
で
は
、一人一人
の
生
活
習
慣
や
年
齢
な
ど
に
合
わ
せ

て
、病
気
を
予
防
す
る
た
め
、各
種
健
診（
検
診
）や
健
康
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、一人一人
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
見
つ
け
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ノルディックウォーキング

親子料理教室

胃がん検診

栄養バイキング講座

◦赤羽根診療所予定地
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田原市議会第４回定例会 を開催
　本会議・委員会は、傍聴できます。本会議の一般質問
は、ティーズおよびパソコン、スマートフォン、タブレットな
どでもご覧いただけます。
◎議会開催予定表

時間はいずれも午前10時から
ただし、※は午後1時30分から

▶田原市議会事務局 ☎２３‐３５33
田原市議会 http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

月日 会議名 場所
12 月   1 日㊎ 本会議（議案説明、一部採決） 議場

12 月  ４日㊊ 本会議（一般質問） 議場

12 月  5 日㊋ 本会議（一般質問、質疑、委員会付託） 議場

12 月  7 日㊍ 文教厚生委員会、総務産業委員会※ 第 2 委員会室

12 月  8 日㊎ 予算決算委員会 第 2 委員会室

12 月 15 日㊎ 本会議（委員長報告、委員長報告に
対する質疑、討論、採決） 議場

１
０
０
５
２
０
４

地
域
資
源
で
雇
用
を
創
出
！

本
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
事
業
に
採
択
決
定

平成 29 年 10 月22 日執行
第48回衆議院議員総選挙
開票結果
　　　　　　　　　　　　　　　　1005203
　10 月22 日（日）に行われた衆議院議員
総選挙の小選挙区の田原市開票区の開票
結果は以下のとおりです。

▼田原市選挙管理委員会☎ 23-3506
※比例代表の開票結果は、市ＨＰでご覧に
なれます。

候補者氏名
【敬称略】

（政党名等）
得票数

根本幸典 
（自由民主党） 17,421

せき健一郎 
（希望の党） 12,761

のざわ康幸 
（日本共産党） 2,079

首都圏小売販売会（日本百貨店）の
事業説明会の参加者を募集

1005197
◆日時＝11月20日月　午後１時30分～２時30分
◆場所＝市役所　大会議室
◆内容＝日本百貨店のバイヤーによる首都圏小売
販売会の事業説明
◆持ち物＝筆記用具、出品を希望する商品のパンフレット
◆申込＝商工観光課にある申込書に必要事項を記入
の上、11月16日木までに直接またはFAXにて／申
込書は市ＨＰからもダウンロード可　
◆対象＝全国の特産品を集めて販売する日本百貨店

（東京都千代田区）で、平成30年２月15日木～21
日水に開催予定の首都圏小売販売会へ、自社商品
の出品を希望する事業者　※渥美半島たはらブラ
ンドに認定されている市内事業者および認定を目指
す予定の市内事業者に限る
◆対象商品＝農畜水産物の加工品、菓子、酒、果物な
ど30品程度　※首都圏小売販売会への出品料は無
料（ただし、販売手数料20％の負担と実演販売など
を希望する場合の旅費は実費負担）
▶商工観光課 ☎２３‐３５２２

田
原
市
の
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業「
渥
美
半
島
暮
ら
し
を
体
感
！

大
地
の
恵
と
海
の
恵
、人
を
紡
ぐ〝
観
光
地

域
づ
く
り
〟に
よ
る
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
、厚
生
労
働
省
の
地
域
資
源
で
雇

用
を
創
出
す
る
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
の
平
成
29
年
度
第
２
次
採
択
地
域
と
し

て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
24
日（
火
）に
は
、田
原
市
地
域
雇

用
創
造
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
、12
月
か
ら
の

事
業
開
始
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２
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田原市の代表選手を応援しよう！
12 月に開催される愛知県市町村対抗駅伝大会の田
原市代表チームを応援するバスツアーをトヨタ自動
車の地域貢献事業と連携して企画しました。
昨年の 5 位以上の入賞を目指している本市代表チー
ムをぜひ応援に行きましょう！！

対象　市内在住・在勤の方
日時　12 月 2 日（土）12：35 スタート予定
開催場所　愛・地球博記念公園
集合場所・時間　中央公園駐車場（テニスコート東側）
に 8：00
定員　80 名（先着順）
参加料　無料
申込
11 月 17 日（金）までに電話・ＦＡＸにて（ＦＡＸの場
合は、住所・氏名・年齢・電話番号を明記）
その他
・大会出場予定選手は市ＨＰでご確認ください。
・現地到着後は自由行動とします。
・昼食は各自でお願いします。（市町村の物産展あり）

▶スポーツ課☎ 23-3531 22-3811

「ほの国みのりん自販機」を設置
東三河のマスコット「みのりん」をラッピングした自動販
売機を市役所の南庁舎東玄関口に設置しました。

本市内の公共施設では初
の設置となり、この自動
販売機の売上金の一部は
東三河広域連合に寄付さ
れ、東三河の地域振興に
活用されます。
市役所に来庁される際に
はぜひご利用ください。

▶企画課☎23-3507

　  有料化指定ごみ袋は、下記の取扱店で 11 月から順次
販売します。（平成 29 年 10 月１日現在）有料化開始前
日の平成 30 年１月 31 日までは現在の緑色の指定ごみ
袋と新しい有料化指定ごみ袋どちらも使うことができま
す。２月１日からは、もやせるごみ・こわすごみは新し
い袋でしか出せませんのでご注意ください。

※有料化指定ご
み袋の取扱店を
随時募集してい
ます。
▶廃棄物対策課
☎ 23-3538

袋の種類（10枚入） 金額
４５リットル 225円
30リットル 150円
20リットル 100円
10リットル 50円

1005207

1004509

▲寄付金で、福江保育園に絵本棚が寄贈さ
れました（平成28年度）

▲東三河のマスコット
　「みのりん」

地区名 取扱店 地区名 取扱店 地区名 取扱店

神戸町
ＤＣＭカーマ 田原店

田原町

トリト 田原店 小中山町 もりもとや
すえひろ商店 花形屋

福江町

石川洋装店
スギ薬局 田原店 フードオアシスあつみ 田原店 カネイチ

東赤石

ココカラファイン 赤石店 福井種苗店 金広商店
ココカラファイン 田原赤石店 山福こんにゃく屋 ヤマイズミ
ビーエス 加治町 トリト　赤石店 やまほん
ヤマナカ 田原店 中神種苗店 本社 保美町 種苗 渥美ビニール 保美営業所

東神戸町 中神種苗店　とうがや店 野田町 ヒラノヤ 加藤石油

豊島町 オリビア 高松町 山作

古田町

ＤＣＭカーマ 渥美店
ココカラファイン薬局 豊島店 赤羽根町 ココカラファイン 赤羽根店 ココカラファイン 渥美店

大久保町 セブン -イレブン 田原大久保店 コメリ ハード＆グリーン赤羽根店 酒蔵トウカイ
中神種苗店 バイパス店 若見町 ショップダイシン セブン-イレブン 田原古田町店

浦町 セブン -イレブン 田原浦川向店 和地町 はちぼし商店 フードオアシスあつみ 福江店
ファミリーマート 田原浦店 堀切町 髙瀬電気 宇津江町 マルコウ

田原町

イオン 田原店 ファミリーショップダイシン 江比間町 小笠原商店
サークルＫ 田原西屋敷店 中山町 中神種苗店 渥美営業所 八王子町 ニュージョイス マルハチ
スギ薬局 田原西店

小中山町
渥美屋商店 石神町 田原市清掃事業協同組合

セブン -イレブン 田原殿町店 小中山電気 豊橋市 ＤＣＭカーマ21 豊橋南店
セブン -イレブン 田原本町店 種苗 渥美ビニール 中神種苗店 豊橋営業所

有料化指定ごみ袋の販売が始まります

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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▪
あ
な
た
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

が
い
ま
す

　
誰
も
が
子
育
て
や
家
庭
の
こ
と
で
、思
い
ど
お

り
に
い
か
な
く
て
悩
ん
で
い
ま
す
。決
し
て
一
人

で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。悩
み
を

打
ち
明
け
、一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
、随
分
と
楽

に
な
り
ま
す
。相
談
す
れ
ば
、き
っ
と
良
い
方
法

が
見
つ
か
り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

や
怒
鳴
ら
れ
る
こ
と
は
、と
て
も
怖
い
こ
と
で

す
。心
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。体
罰
や
暴
言
は「
虐
待
」へ
と
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
叩
か
な
い
、

怒
鳴
ら
な
い
」と
心
に
決
め
ま
し
ょ
う
。　

2
子
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
ら
れ
る
雰
囲
気
を
つ
く
る

　
親
に
恐
怖
を
持
っ
た
子
ど
も
は
、親
に
気
に
入

ら
れ
る
よ
う
に
、親
の
顔
色
を
見
て
行
動
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。恐
怖
を
持
つ
親
に
対
し
て
は
、

子
ど
も
が
心
配
事
を
打
ち
明
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。心
配
事
を
相
談
で
き
な
い
と
、い
じ
め
や

非
行
な
ど
、よ
り
大
き
な
問
題
に
発
展
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

3
爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

　

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と

き
に
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
こ

と
で
す
。し
か
し
、疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
た
り
ス

ト
レ
ス
度
が
大
き
か
っ
た
り
す
る
と
、子
ど
も
の

わ
ず
か
な
行
動
を
き
っ
か
け
に
イ
ラ
イ
ラ
が
爆

発
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。イ
ラ
イ
ラ
が

爆
発
す
る
前
に
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
た
め
の
、自

分
な
り
の
方
法
を
見
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

4
子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て
考
え
、育

ち
を
応
援

　

子
ど
も
に「
イ
ヤ
だ
」と
言
わ
れ
た
と
き
、親

自
身
が
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
な
？
」と
、子
ど
も
の
考
え
を

引
き
出
し
、必
要
に
応
じ
て
助
け
船
を
出
し
な
が

ら
、子
ど
も
の
言
い
分
を
気
長
に
聴
き
ま
し
ょ

う
。

▪「
し
つ
け
」の
つ
も
り
が
虐
待
に

　
子
育
て
を
し
て
い
る
と
、子
ど
も
が
言
う
こ
と

を
聞
い
て
く
れ
ず
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。つ
い
、叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。一
見
、体
罰
や
暴
言
に
は
効
果
が

あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、恐
怖
に
よ
り
子
ど
も

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
だ
け
で
、子
ど
も
は

な
ぜ
叱
ら
れ
た
の
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。子
ど
も
の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば

か
り
か
、悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
掛
け
、子
ど
も

に
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

▪
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

1
子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
を
使
わ
な
い

　

子
ど
も
に
と
っ
て
大
人
か
ら
叩
か
れ
る
こ
と

11 月は児童虐待防止推進月間です

いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声

オレンジリボンには、児童虐待を防止するという
メッセージが込められています。

児
童
虐
待
の
相
談
窓
口

◦
子
育
て
支
援
課
☎
23‐３
５
１
３

  【
休
日・夜
間
】☎
22‐１
１
１
１

◦
東
三
河
児
童・障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

  

☎（
０
５
３
２
）５
４‐６
４
６
５ 

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら

　
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。

◦
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）
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▪大会コース
１区（12.5㎞）  伊良湖港 ～ 休暇村伊良湖
２区（7.8㎞）　 休暇村伊良湖 ～ 小中山保育園前
３区（11.5㎞）  小中山保育園前 ～ 伊良湖岬小学校前
４区（16.8㎞）  伊良湖岬小学校前 ～ サンテパルクたはら
５区（12.6㎞）  サンテパルクたはら ～ 白谷海浜公園
６区（9.2㎞）　 白谷海浜公園 ～ 光崎集会所
７区（13.1㎞）　光崎集会所 ～ はなとき通り（セントファーレ東側）

▪開会式をご覧ください
　出場チーム紹介などもありますので、ぜひ間近で選手をご
覧ください。
日時　11月18日（土）15：15～
場所　伊良湖シーパーク＆スパ

▪ＣＢＣテレビHigh FIVEでライブ配信！
　選手の熱いを走りをCBCテレビ 
Ｈｉｇｈ ＦＩＶＥ公式ＨＰでライブ配信し
ます。

▶スポーツ課
☎ 23-3531

22-3811

マナーを守って気持ちよく応援しよう！
◉「選手の名前」を本人に聞こえるぐらいの声で呼び、声援を送ろう！
　選手にしっかり伝わり、自分も駅伝を楽しむことができます。
◉思いやりのある応援をしよう！
　選手に不快感を与えないようにしましょう。
◉選手が近づいた際、コース内に入らないようにしよう！
　身を乗り出すと、それを避けようとした選手が他の選手とぶつかる恐れがあります。
◉選手が通過しても油断しないで！
　通過した選手の後ろ姿を見ようと身を乗り出しても危険です。
　後方から来る選手と接触する恐れがあります。
◉応援小道具は盛り上がるけど…
　のぼり、小旗、スティックバルーンなどで応援する場合は、選手の邪魔にならないようにしましょう。

▪大会参加チーム
▪中部実業団参加チーム（10チーム）
◦愛三工業（大府市）
◦愛知製鋼（東海市）
◦中央発條（名古屋市）
◦トーエネック（名古屋市）
◦トヨタ自動車Ａ、Ｂ（田原市）
◦トヨタ紡織（刈谷市）
◦ＮＴＮ（三重県桑名市）
◦滝ヶ原自衛隊（静岡県御殿場市）
◦三菱自動車岡崎（岡崎市）
※トヨタ自動車Ａ、Ｂは陸上長距離部（田原工場所属）の選手た
ちです。

▪北陸実業団参加チーム（３チーム）
◦セキノ興産（新潟県見附市）
◦高田自衛隊（新潟県上越市）
◦ＹＫＫ（富山県黒部市）
▪学生参加チーム（５チーム）
　昨年も出場した高校生選抜チームに加え、大学生
チームも出場し、大会を盛り上げます。
※実業団５区～7区を６区間にして実施／サンテパルクたはら
をスタート（実業団トップ選手通過5分後にスタート【11：20ご
ろ】）し、はなとき通りでフィニッシュ
◦東三河高校選抜
◦西三河高校選抜
◦名古屋南北高校選抜
◦尾張高校選抜
◦皇學館大学

秋の深まる渥美半島で、ニューイヤー駅伝の出場資格を競う「中部・北陸実業団対抗駅伝競走
大会」が開催！！
中部と北陸ブロックから集まった国内トップクラスの選手たちが、市内83.５kmを舞台に疾走します。

中部・北陸実業団対抗
駅伝競走大会 【スタート】

9：00（伊良湖港）
【フィニッシュ】
13：00ごろ（はなとき通り）

【コース全長】
83.5㎞（7区間）

11/19
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

 渥美半島はキクやポインセチアなど花きの生産が盛んで、道路脇
も花でにぎわっています。ところで、野菜の花って見たことありま
すか？野菜の花も愛らしくてすてきなんですよ。普段食べている野
菜でも意外とその花を見たことが無い方も多いかもしれません。
今回は私のとっておきの野菜の花をご紹介します。

 私が一番お気に入りなのはオクラの花。純白で光沢感もあり、凛
とした花です。ハイビスカスに似ていますよね。早朝に咲いて、夕
方ごろにはしぼんでしまいます。たった1日しか咲かない貴重な花
です。だからこそ美しいのかもしれませね。ちなみに、開花から３～
４日もすれば収穫できるオクラに成長します。

 寒くなる季節に甘くなる根菜、ニンジンの花もすてきなんです
よ。葉の中心からにょきっと出てきます。一見大きな一輪の花の
ように見えますが、一つ一つが小さな花なのです。そして、ハー
ブのような爽やかな香りがします。寒さが和らぎ、少し暖かく
なった3～4月ごろに咲き始めます。花が咲いたニンジンはトウ
が立っているので芯が硬くて食べられませんが、観賞用として
楽しめます。

　

　ミニトマト？でも葉っぱの様子からトマトではなさそうなこの
実、何か分かりますか？これはジャガイモの実です。花が咲いた
後、ミニトマトに似た実を付けるジャガイモ。同じナス科なので
同じような花が咲き、実を付けます。でもこのジャガイモの実は
芽と同様に毒性があるので食べないでくださいね！秋ジャガの
収穫が始まる12月ごろにはジャガイモ畑で目にすることができ
るかもしれません。稀にしか見ることができないので、見つかる
とラッキーですね！補足ですが、茎が肥大したところをジャガイ
モとして私たちは食べています。

　野菜の花の美しさや面白さを知って、少しでも身近なものとして感じていただけたらうれしいです。
「野菜王国たはら」からおいしい野菜と共に、野菜の楽しさもお届けしたいです。

鵜飼 月斗くん
らい と

２歳
福江町

森下 翔煌くん
と　 き

４ヵ月
小中山町

ココちゃん（２ヵ月）
ミックス♀

（東赤石 大村さん）

たまりくん（６歳）
チワワ♂

（神戸町 牧野さん）

広報サポーター
中川倫子

　渥美半島の豊かな自然を守り引き継い
でいくことを目的に、昨年度発足した「渥
美半島環境活動協議会ＣＡＥＡ」では、ＴＶ
番組「ザ！鉄腕！DASH！！」のDASH海岸コー
ナーメイン講師、木村尚氏をお招きし、
フォーラムを開催します。
　木村氏は、現在その経験・知見をもって
全国各地で講演をしています。また「森、
里、川、海をつなぐ自然再生―全国13事
例が語るもの―」（中央法規出版）など多
くの出版もあります。
　今回は、『豊かな自然を活かして』とい
うテーマでお話いただきます。多くの皆さ
んに来場していただき、渥美半島の豊か
な自然環境への思いを共有し、未来に引
き継いでいくためにつながりたいと思い
ます。
期日：平成２９年１２月３日（日）　
場所：田原文化会館多目的ホール
時間：午後２時３０分（３０分前開場）

ＣＡＥＡ第２回渥美半島フォーラムを開催します！

渥美半島環境
活動協議会
090‐9123‐7983

［投稿者］

野菜の花ってどんな花？　

▲オクラの花

▲ジャガイモの花と実

▲ニンジンの花

シーエーイーエー

わが家の
ペット

平成29年11月  広報たはら │    │10



●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
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とした花です。ハイビスカスに似ていますよね。早朝に咲いて、夕
方ごろにはしぼんでしまいます。たった1日しか咲かない貴重な花
です。だからこそ美しいのかもしれませね。ちなみに、開花から３～
４日もすれば収穫できるオクラに成長します。

 寒くなる季節に甘くなる根菜、ニンジンの花もすてきなんです
よ。葉の中心からにょきっと出てきます。一見大きな一輪の花の
ように見えますが、一つ一つが小さな花なのです。そして、ハー
ブのような爽やかな香りがします。寒さが和らぎ、少し暖かく
なった3～4月ごろに咲き始めます。花が咲いたニンジンはトウ
が立っているので芯が硬くて食べられませんが、観賞用として
楽しめます。

　

　ミニトマト？でも葉っぱの様子からトマトではなさそうなこの
実、何か分かりますか？これはジャガイモの実です。花が咲いた
後、ミニトマトに似た実を付けるジャガイモ。同じナス科なので
同じような花が咲き、実を付けます。でもこのジャガイモの実は
芽と同様に毒性があるので食べないでくださいね！秋ジャガの
収穫が始まる12月ごろにはジャガイモ畑で目にすることができ
るかもしれません。稀にしか見ることができないので、見つかる
とラッキーですね！補足ですが、茎が肥大したところをジャガイ
モとして私たちは食べています。

　野菜の花の美しさや面白さを知って、少しでも身近なものとして感じていただけたらうれしいです。
「野菜王国たはら」からおいしい野菜と共に、野菜の楽しさもお届けしたいです。
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（神戸町 牧野さん）

広報サポーター
中川倫子
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でいくことを目的に、昨年度発足した「渥
美半島環境活動協議会ＣＡＥＡ」では、ＴＶ
番組「ザ！鉄腕！DASH！！」のDASH海岸コー
ナーメイン講師、木村尚氏をお招きし、
フォーラムを開催します。
　木村氏は、現在その経験・知見をもって
全国各地で講演をしています。また「森、
里、川、海をつなぐ自然再生―全国13事
例が語るもの―」（中央法規出版）など多
くの出版もあります。
　今回は、『豊かな自然を活かして』とい
うテーマでお話いただきます。多くの皆さ
んに来場していただき、渥美半島の豊か
な自然環境への思いを共有し、未来に引
き継いでいくためにつながりたいと思い
ます。
期日：平成２９年１２月３日（日）　
場所：田原文化会館多目的ホール
時間：午後２時３０分（３０分前開場）

ＣＡＥＡ第２回渥美半島フォーラムを開催します！

渥美半島環境
活動協議会
090‐9123‐7983

［投稿者］

野菜の花ってどんな花？　

▲オクラの花

▲ジャガイモの花と実

▲ニンジンの花
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 

▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　

野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
、「
笑
顔
で
支
え
る
地
域
の
暮
ら
し　
自

ら
築
く　

野
田
の
郷さ
と

」を
校
区
の
将
来
像

に
掲
げ
、笑
顔
で
共
に
支
え
・
助
け
合
う
、

温
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、昨
年
度
、新
た
に
策
定
し
た

「
野
田
校
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」に
基

づ
く
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▪
笑
顔
で
支
え
る
地
域
の
暮
ら
し（
支
え

あ
い
活
動
）

　

野
田
校
区
で
は
、た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
野
田
い
き
い
き
会
」は
、月
２
回
安
楽

寺
を
会
場
に
、高
齢
者
と
一
緒
に
脳
ト
レ

や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、お
茶
や
食
事
を
一

緒
に
し
た
り
、高
齢
者
と
１
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま

す
。高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
、昔
か
ら

知
っ
て
い
る
顔

な
じ
み
の
方
ば

か
り
な
の
で
安

心
で
す
。

　
そ
の
他
に
も「
野
田
さ
さ
え
あ
い
部
会
」

は
、庭
の
手
入
れ
な
ど
日
常
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
事
を
手
助
け
す
る「
生
活
さ
さ

え
あ
い
ネ
ッ
ト
」へ
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
し
、

地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▪
野
田
の
郷（
秋
の
郷ご
う
み
ち道
活
動
）

　

毎
年
10
月
の

始
め
に「
秋
の
郷

道
活
動
」を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
れ

は
、ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
の
基

本
方
針
の
も
と
、

校
区
の
人
た
ち

が
地
区
の
幹
線
道
路
や
通
学
路
の
環
境
整

備
を
行
う
活
動
で
す
。

　

今
年
も
10
月
に
実
施
し
、鎌
や
草
刈
機

な
ど
を
巧
み
に
操
り
な
が
ら
草
を
刈
り
、

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
木
の
伐
採
な
ど
地
域
住
民
で

手
に
負
え
な
い
作
業
は
校
区
で
専
門
業
者

に
委
託
し
て
実
施
す
る
な
ど
、校
区
全
体

で
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て

行
い
、美
し
い
野
田
の
郷
を
未
来
に
引
き

継
い
で
い
き
ま
す
。

　
若
戸
子
ど
も
食
堂
～
つ
く
っ
て 

食
べ
て 

育
て
よ
う 

心
と
か
ら
だ
～

　

若
戸
子
ど
も
食
堂
は
、地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
活
動
団
体

「
ま
な
び
の
会
」と
若
戸
市
民
館
が
連
携
し

て
、１
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。若
戸

小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、若
戸
市
民
館

で
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。　　

　

一
般
的
に
子
ど
も
食
堂
は
、経
済
的
な

理
由
か
ら
家
庭
で
満
足
な
食
事
を
取
れ
な

い
子
ど
も
へ
食
事
を
提
供
す
る
場
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
食
堂
は
隣
近
所
な
ど
地
域

の
人
同
士
が
対
話
を
す
る
場
が
少
な
く
な

る
中
、食
を
通
じ
て
人
と
人
が
交
流
で
き

る
温
か
い
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
生

ま
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も

た
ち
が
み

ん
な
で
食

事
を
作
っ

て
家
族
ら

を
招
待
し

て
い
ま
す
。料
理
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
コ

ロ
ッ
ケ
、お
寿
司
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。最

近
で
は
、父
親
の
参
加
が
少
し
ず
つ
増
え
、

母
親
は
家
事
や
子
育
て
、父
親
は
仕
事
と

い
う
性
別
の
役
割
分
担
意
識
の
変
化
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、子
ど
も
か
ら
は
料

理
の
面
白
さ
や
達
成
感
、家
族
か
ら
は
親

子
で
楽
し
く
参
加
で
き
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
、作
る
こ
と
や
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
、な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
民
活
動
団
体
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
連
携
し
た
事
業
の
企
画
は
ま
さ
し
く

「
市
民
協
働
」で
あ
り
、大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
も
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
、「
子
ど
も
と
大
人
が
出
会
え

る
場
」と
し
て
、若
戸
子
ど
も
食
堂
を
継
続

し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ま
な
び
の
会　
会
長  

永
田
み
よ
江

☎
45‐３
９
２
２

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

野
田

◦「野田いきいき会」の皆さん

◦「秋の郷道活動」での水路掃除

◦料理をする子どもたちと永田さん
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　福江高校は、昨年度から福江中学校との連携型中高一貫教育に取り組んでいます。また、平成30年
度から観光ビジネスコースを設置します。新たな取り組みを通じた、特色ある学校づくりについてご
紹介します。
▪中高一貫教育の部活動交流
　中高一貫教育では、授業・部活動・学校行事を通じて多様な
交流活動が行われています。　
　野球部では、夏の公式戦を終えた中学３年生が福江高校へ
来て、高校生の野球部員と一緒に練習に励んでいます。休憩
時間も高校生が中学生に話し掛け、和気あいあいと過ごし
ています。ソフトテニス部にも、大勢の中学生が福江高校の
コートにやってきて、一生懸命練習に取り組んでいます。高
校生と一緒に練習することで、中学生は、高い技術を間近で
みることができ、技術向上につながっています。
　また、高校生も中学生に教えながら練習することで基本を
思い出し、自分もさらにがんばろうという気持ちが出ている
ようです。こうした交流を通して、中高一貫教育を盛り上げ
ていきます。

▪観光ビジネスコース
　平成30年度に設置される観光ビジネスコースでは、観光
を切り口にしたさまざまな学習や、インターンシップなどの
実習を通じて、多様な進路の実現を目指します。
　10月20日（金）に、観光ビジネスの事前演習として「和のおも
てなし演習」に取り組みました。今回は、七輪と炭火を使って地
元のおいしい食材を調理するという内容で、火のおこし方の
説明の後、作業に取り掛かりました。着火剤を使用しないで火
をおこしたり、炭火を使って調理をしたりするのは、準備が大
変だったけれど楽しかったという感想が多く聞かれました。

▪スポーツで地域連携
　恒例となった「トライアスロン伊良湖大会」のボランティ
アに、全生徒・職員・ＰＴＡが今年も参加しました。笑顔と一
緒に送る「がんばって！」の声が、大勢の選手の背中を今年も
押してくれました。
　赤羽根海岸で開催されたサーフィン大会では、本校生徒が
初めてボランティアとして参加しました。海に囲まれた田原
だからこそできる、素晴らしい体験です。福江高校は、スポー
ツを通じて、これからも地域連携に取り組んでいきます。

特色ある学校づくり
中高一貫教育と観光ビジネスコース 福江高等学

校

◦野球部

◦ソフトテニス部

◦トライアスロンのボランティア

◦和のおもてなし演習
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　田原福祉専門学校の学園祭「たっぷく祭」が開催さ
れました。校舎玄関前では模擬店が開かれたほか、校
内ではバザー、お茶席、各種体験コーナーなどが設け
られ、地域や福祉施設などから訪れた皆さんが、学生
との交流を楽しみました。
　このほかにも、田原パシフィックロータリークラ
ブ主催のふれあいコンサートが開かれ、会場は大い
に盛り上がりました。

地域のみなさん
ようこそたっぷくへ！

　田原市消防団ポンプ操法大会が赤羽根文化広場で開
催され、市内10分団から団員84名が出場しました。
成績は次のとおりです。※敬称略

【ポンプ車操法の部】優勝：南部分団２号車（中神賢、中
神郁哉、中神敏也、河合研多、大場拓哉）　準優勝：神戸
分団１号車　入賞：伊良湖岬分団１号車、福江分団１号
車、神戸分団２号車

【小型ポンプ操法の部】優勝：野田分団２号車（岡田大
輝、富田大貴、河合剛宏、藤井哲也）　準優勝：福江分団
３号車　入賞：福江分団４号車

【写真左から】
田中瑛

あ き ひ と

一さん（田原中１年、走幅
跳）、菅沼瑠

る り

璃さん（東部中１年、走
幅跳）、吉居駿

しゅんすけ

恭さん（同中２年、
1,500ｍ）

▪第48回ジュニアオリンピック陸上
競技大会（神奈川県横浜市［１０／27～29］）

▪第17回全国障害者スポーツ大会
（愛媛県西条市［10／28～30］）

【写真左から】
◎豊橋市立くすのき特別支援学校
湊竜

た つ き

希さん（２年、100ｍ）、岡田紀
の り か

香
さん（２年、フライングディスク）
※ともに本市出身

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▲ポンプ車操法の部優勝を果たした南部分団２号車の演技

10/14
［土］

訓練の成果ここに
一糸乱れぬ団結力！

10/14
［土］

▲来場者に手浴体験を行う学生
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　次頁でも紹介しているとおり、元監査
委員の松井昭さんが、監査事務功労者
総務大臣表彰を受けられました。松井さ
んは平成10年から16年間の長きにわ
たって、監査委員として合併前後の本市
行政を見続けてくださいました。
　私は松井さんが就任されたばかりの
ころ、職員との相互交流を図ろうと、意
見交換などの機会を設けさせていただ
きました。
　後に「あれでずいぶん仕事がスムーズ

にできた」と言葉を掛けていただきまし
たが、私にとっても財務や事業の何たる
かについて勉強させていただいた貴重
な経験でした。
　今後もますますご活躍されることを心
より願っています。

１６年間の功績に感謝

　第16回全国社会人９人制バレーボール東ブ
ロック男女優勝大会（岐阜県大垣市、[11/10～
12]）に昨年に引き続き出場を決めたL

リ ン ク ス

YNXの皆さ
んが市長を表敬訪問しました。市内在住の同級生
を中心に活動するチームで、市長に「優勝を目指し
て頑張ります」と意気込みを語りました。

目指すは優勝！！
地元の仲間で全国大会へ

10/16
［月］

　9月10日（日）に開催されたトライアスロン伊良
湖大会（Bタイプ女子の部）で優勝した疋

ひき だ 

田文枝さん
（石神町）が山下市長を表敬訪問しました。疋田さん
は招待選手となる来年の大会に向けて「今年の自分
に挑戦するつもりで挑みたい」と力強く抱負を語り
ました。

今年以上を目指して！
ライバルは自分自身

9/21
［木］

▲市長に喜びの報告をした疋田さん（写真左）

▲【写真左から】石川雄一さん、渡会祐太さん、中村龍之介さん、佐久間
裕大さん、山下市長、渡會昂平さん、清水祥平さん
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お
し
ら
せ

表
彰

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年

記
念　
監
査
事
務
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰

　
永
年
に
わ
た

り
、
監
査
事

務
に
貢
献
さ
れ

た
、
元
監
査
委

員
の
松
井
昭
さ

ん（
田
原
町
）が
、８
月
24
日（
木
）、

総
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

▼
監
査
委
員
事
務
局

☎
23‐４
１
０
２

23‐０
１
８
０

平
成
29
年
度
全
国
社
会
教

育
委
員
連
合
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
、
田
原

市
社
会
教
育
審
議
会
会
長
の
川

口
源
蔵
さ
ん（
小
中
山
町
）が
９

月
12
日
（
火
）、
全
国
社
会
教
育

委
員
連
合
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

勤
務
場
所
：
田
原
市
博
物
館　
賃

金：時
給
８
７
１
円　
申
込
締
切：

11
月
17
日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校　
生
徒　

１
０
０
４
９
７
８

対
象
：
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
で
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
見
込
み
含
む
）　
選
考
：【
試
験
会

場
】
陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地【
試

験
期
日
】［
一
次
］
平
成
30
年
１
月

20
日（
土
）［
二
次
］
平
成
30
年
２

月
１
日（
木
）
～
４
日（
日
）
の
間

の
指
定
す
る
１
日　

申
込
締
切
：

平
成
30
年
１
月
９
日（
火
）　
そ
の

他
：
制
度
説
明
会（
11
月
18
日
土
午

前
10
時
～
正
午　
田
原
文
化
会
館

１
０
１
会
議
室
）を
開
催
。
制
度

説
明
会
の
申
し
込
み
は
11
月
17
日

（
金
）午
後
５
時
ま
で
に
電
話
に
て

※
詳
細
は
防
衛
省
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

委
員

教
育
委
員
会
委
員

　
横
田
威
さ
ん（
赤
羽
根
町
）の
任

期
満
了
に
伴
い
、新
委
員
に
太
田

孝
雄
さ
ん（
赤
羽
根
町
）が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。任
期
は
平
成
29
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
33
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

太
おお

田
た

孝
たか

雄
お
さん

人
権
擁
護
委
員

　
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
樽

谷
初
男
さ
ん（
浦
町
）と
河
合
佐
江

子
さ
ん（
六
連
町
）が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
29
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
32
年

９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

募
集

田
原
市
博
物
館
企
画
展

監
視
員　
　

１
０
０
５
１
８
９

採
用
期
間
：
12
月
16
日
～
平
成
30

年
１
月
28
日　
募
集
人
員
：
７
名

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

平
成
30
年
度
児
童
生
徒
文

化
体
験
教
室　
講
師

１
０
０
１
１
２
５

募
集
内
容
：
市
教
育
委
員
会
が
実

施
す
る
「
児
童
・
生
徒
が
年
間
を

通
し
て
文
化
を
体
験
で
き
る
教

室
」
の
講
師　
期
間
：
平
成
30
年

４
月
～
平
成
31
年
３
月　
回
数
：

原
則
と
し
て
月
1
回
以
上
、
年
12

回
以
上　
教
室
予
定
数
：
25
教
室

申
込
：
12
月
７
日
（
木
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
あ
る
開
催
希
望
調

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

イ
ベ
ン
ト

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
11
月
12
日（
日
）午
後
２
時
～

場
所
：
渥
美
文
化
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル　
内
容
：「
濱
島
秀
行
の
バ

イ
オ
リ
ン
×
朝
本
真
也
の
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
」　
入
場
料
：
７
０
０

円
／
当
日
８
０
０
円　

チ
ケ
ッ

ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。
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サ
ン
テ
パ
ル
ク
収
穫
祭

日
時
：
11
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
～　
場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は

ら　
内
容
：
地
元
農
産
物
・
花
木

な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
友
好
都
市 

長
野
県
阿
南
町
物
産
展
、
各
種
模

擬
店
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
餅
投
げ
な

ど
。昨
年
に
引
き
続
き「
ぎ
ょ
ぎ
ょ

ラ
ン
ド
（
豊
川
市
）」
も
参
加
！

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

第
36
回
田
原
混
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会 

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午

後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
：
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル　

出
演
：
田
原
混
声
合
唱
団
、

田
原
市
楽
友
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱

１　
講
師
：
別
所
興
一
氏　
受
講

料
：
無
料　
申
込
：
当
日
、
受
付

に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

田
原
市
博
物
館
講
座

１
０
０
５
１
４
２

期
日
／
内
容
：
表
の
と
お
り　
時

間
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時　
場

所
：
田
原
市
博
物
館
、
崋
山
会
館

研
修
室
ほ
か　
定
員：各
20
名（
先

着
順
）　

受
講
料
：
無
料　

持
ち

物
：
筆
記
用
具　
申
込
：
11
月
21

日（
火
）ま
で
に
直
接
・
電
話
に
て

教
室　
入
場
料
：
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金

子
）
☎
23‐２
６
８
３

講
座

渥
美
半
島　
戦
跡
巡
り

１
０
０
５
０
９
２

対
象
：
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　

日
時
：
11
月
25

日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
4
時　

集
合
・
解
散
場
所
：
市
役
所　

内
容
：
渥
美
半
島
に
残
る
戦
争

遺
跡
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
巡
り
、

平
和
の
尊
さ
を
実
感
す
る　

定

員
：
20
名
（
先
着
順
）　
参
加
料
：

６
０
０
円
（
昼
食
代
／
弁
当
持
参

の
方
は
無
料
）　

申
込
：
11
月
20

日
（
月
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
弁
当

持
参
の
有
無
を
明
記
）

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
11
月
11
日（
土
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
の
手
紙

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

東
三
河
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー・講
座

１
０
０
５
１
８
３

▼
開
催
日
：
11
月
26
日
（
日
）

▼
場
所
：
新
城
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
（
新
城
市
平
井
字
新
栄
）

▪
セ
ミ
ナ
ー

時
間：午
前
10
時
～
正
午　
内
容：

発
達
障
害
に
つ
い
て
（
座
学
お
よ

び
疑
似
体
験
）

▪
講
座

時
間
：
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

内
容
：
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
、
地
域
で
暮
ら
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
事
が
必
要
か
の

講
演
や
発
達
障
が
い
者
に
と
って
暮

ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
と
は
何
か
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
発
表
な
ど

▪
共
通
事
項

定
員
：
50
名
程
度
（
先
着
順
）　

受
講
料
：
無
料　

申
込
：
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
27‐８
６
０
６

22‐３
８
１
１

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE

期日 内容

12／9土 渥美半島の古刹　泉福寺
講師：天野敏規（学芸員）

H30／1／20土 田原市出身の近代建築家　永瀬狂三
講師：増山禎之（学芸員）

H30／2／10土 独自の書風　鈴木翠軒
講師：清水俊輝（学芸員）

H30／3／10土 近藤寿市郎と豊川用水
講師：山本隆大（学芸員）
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ル　
内
容
：
家
庭
教
育
を
考
え
る

学
習
会
お
よ
び
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
と
の
交
流
会　
講
師
：

【
学
習
会
】
県
生
涯
学
習
課
職
員

【
交
流
会
】
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー　

参
加
料
：
無
料　

申
込
：

当
日
、
受
付
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

１
０
０
５
２
１
３

対
象
：
豊
橋
市
・
田

原
市
の
小
学
４
年

生
～
６
年
生　

日

時
：
12
月
17
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

場
所
：

江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　
内

容
：
豊
か
な
自
然
の
中
で
キ
ャ
ン

プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
一
緒
に
、
昼

食
作
り
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
楽
し
い
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：
愛
知
野
外
活
動

協
会　

定
員
：
40
名　

参
加
料
：

５
０
０
円　
申
込：11
月
21
日（
火
）

～
30
日
（
木
）の
期
間
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・

保
護
者
名
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

を
明
記
）

【
第
1
回
】
愛
知
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

藤
城
聡
氏

【
第
2
回
】
ひ
き
こ
も
り
経
験
者

定
員
：
25
名　
参
加
料
：
無
料　

申
込
：
開
催
日
ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

神
経
難
病
患
者
家
族
教
室

は
じ
め
の
会

対
象
：
神
経
難
病
患
者
お
よ
び
そ

の
家
族　
日
時：11
月
14
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
場

所：田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　
内
容：

リ
ハ
ビ
リ
体
操　
参
加
料
：
無
料

定
員
：
20
名
（
先
着
順
）　
申
込
：

電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
８
９

平
成
29
年
度
東
三
河
地
区

子
育
て
支
援
地
域
交
流
会

１
０
０
３
１
３
５

対
象
：
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
親

子　
日
時
：
11
月
26
日（
日
）午
前

10
時
～
正
午　
場
所
：
田
原
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー

普
通
救
命
講
習
会１

０
０
５
１
６
３

対
象
：
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方　

日
時
：
12
月
10
日
（
日
）
午

前
９
時
～
正
午　
場
所
：
消
防
署
赤

羽
根
分
署　
内
容
：
心
肺
蘇
生
法
や

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法
な
ど

を
学
ぶ　
定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
12
月
９
日

（
土
）
ま
で
に
直
接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号
・
職
業
を
明
記
）　

そ
の
他
：

講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付
／

た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

対
象
：
ひ
き
こ
も
り
者
の
家
族　

日
時
：【
第
１
回
】12
月
１
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分【
第
２
回
】

12
月
12
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

場
所
：
豊
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

内
容
：【
第
１
回
】
講
話
「
ひ
き

こ
も
り
の
理
解
と
対
応
」【
第
２

回
】
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
に
よ
る

体
験
談
お
よ
び
交
流
会　
講
師
：

▼
生
涯
学
習
課
（
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
）

☎
37‐１
０
２
５

37‐１
２
８
７

生
活

田
原
市
自
主
防
災
会
一
斉

防
災
訓
練

日
時
：
11
月
12
日
（
日
）
午
前
７

時
～
９
時
ご
ろ
（
地
区
に
よ
っ
て

終
了
時
間
が
異
な
る
）　

場
所
：

各
地
区
集
会
所
な
ど　
内
容
：
午

前
７
時
、
市
内
放
送
用
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
訓
練
開
始
の
放
送
後
、

非
常
持
出
袋
を
持
っ
て
各
地
区
の

集
合
場
所
に
徒
歩
で
避
難
。
安
否

確
認
後
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
訓

練
に
参
加
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

11
月
は
子
ど
も・若
者
育
成

支
援
県
民
運
動
強
化
月
間

 

育
て
よ
う　
自
分
に
勝
て
る
子　

負
け
な
い
子

　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー

ト
な
ど
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
な
子
ど
も
・
若
者
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
関
係
機
関
や

人
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
愛
知
県
で
は
11
月

を
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県

民
運
動
強
化
月
間
」
と
定
め
、
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

田
原
市
成
人
式

１
０
０
４
３
０
１

　
平
成
30
年
田
原
市
成
人
式
の
案

内
状
を
、
11
月
30
日
現
在
で
本
市

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
宛

に
、
12
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
成
人
式
に
は
市
外
に
住

所
が
あ
って
も
田
原
市
出
身
者
で
あ

れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
12
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
平
成
30
年
田
原
市
成
人
式

対
象
：
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

日
時：平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
～　
場
所
：
田
原
市
総

合
体
育
館　

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１
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全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
と
い
っ
た
人
権
問
題
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

期
間
：
11
月
13
日
（
月
）
～
19
日

（
日
）　
時
間
：【
月
～
金
】
午
前

８
時
30
分
～
午
後
7
時【
土･

日
】

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
＊
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
相
談
専
用
電
話

　
☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐
８
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
１
１

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
木
～
15
日
水

【
平
成
29
年
度
防
火
標
語
】

火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習

慣
に

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
使
う
機

会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ご
み
の
屋
外
焼

却
や
不
適
切
な
火
の
取
り
扱
い
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▪
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

　
管
理

　
消
防
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住

宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
住
宅

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
、
日
頃
か
ら

点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23‐４
０
７
４

23‐０
１
８
０

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

１
０
０
２
１
４
０

　
市
で
は
、
現
在
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
定
期
変
更
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
変
更
（
整

備
計
画
の
見
直
し
）
期
間
中
は
随

時
変
更
（
個
別
的
な
農
振
除
外
）

お
よ
び
軽
微
変
更
（
個
別
的
な
用

途
変
更
）
は
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
農
用
地
利
用
計
画

変
更
申
出
に
つ
い
て
は
、
通
常
年

４
回
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
表
の
と
お
り
受
付
を
停
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
申
し

出
を
検
討
し
て
い
る
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

「
加
入
し
て
い
ま
す
か
？
」

労
働
保
険

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。
正

社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
た
場

合
、
事
業
主
は
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。（
農
林
水
産
の
一
部

の
事
業
は
除
く
）

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
適
用
課

☎（
０
５
３
２
）54‐１
１
９
２

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎（
０
５
３
２
）54‐１
１
９
４

介
護
就
職
面
接
会１

０
０
５
１
９
１

　
介
護
分
野
で
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、利
用
者
の
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
の
高
度
・
多
様

化
な
ど
今
後
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増

大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
人

材
確
保
の
た
め
、
介
護
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
：
介
護
関
係
の
仕
事
を
お
探

し
の
方　

日
時
：【
豊
橋
会
場
】

11
月
13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）

／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
田
原
会
場
】
11
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
場

所
：【
豊
橋
会
場
】
豊
橋
地
方
合

同
庁
舎
【
田
原
会
場
】
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー　
参
加
費
：
無
料　
持

ち
物
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
雇
用

保
険
手
続
き
中
の
方
）　

申
込
：

不
要

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
９
３

水
道
事
業
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
新
規
追
加

１
０
０
０
９
８
３ 

　
市
水
道
事
業
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
追
加
に
な
り
ま
し

た
。

▪
新
規
追
加　

㈲
髙
木
重
機（
豊
橋
市
石
巻
本
町
）

☎（
０
５
３
２
）88‐５
０
８
３

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

▪
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

▪
火
災
予
防
の
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る 

◦
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る 

◦
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る 

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
作
る

平成30年度農用地利用計画変更申出受付について

申出書受付期限 申出書の受付予定

H30／５／21月 受付可

H30／８／20月 受付停止

H30／11／20火 受付停止

H31／２／20水 受付可
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▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

【
縦
覧
】東
三
河
都
市
計
画

地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

１
０
０
５
０
３
９

　
平
成
30
年
４
月
１
日
の
建
築
基

準
法
改
正
に
伴
い
、
記
載
内
容
に

項
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
、
次
の
地

区
計
画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

◦
田
原
片
西
地
区
（
片
西一丁
目
、

二
丁
目
、
三
丁
目
）

◦
田
原
浦
鬼
塚
内
陸
企
業
団
地
地

区
（
浦
町
鬼
塚
地
内
）

◦
臨
海
田
原
１
区
地
区
（
緑
が
浜

一号
地
内
）

◦
田
原
浦
片
地
区（
浦
町
小
摺
地
、

北
落
方
、
落
方
、
西
浦
、
丸
山
、

大
原
西
、
下
蛭
川
、
片
浜
町
井

戸
瀬
古
お
よ
び
中
瀬
古
地
内
）

都
市
計
画
法
第
16
条
２
項
の
規
定

に
よ
る
縦
覧
期
間
：
11
月
６
日

（
月
）
～
20
日
（
月
）　
都
市
計
画

法
第
17
条
１
項
の
規
定
に
よ
る
縦

覧
期
間
：
11
月
27
日
（
月
）
～
12

月
11
日
（
月
）　

縦
覧
時
間
：
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

渥
美
支
所
市
民
生
活
課
、
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▪
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
機
能

　
や
り
と
り
履
歴
（
情
報
提
供
等

記
録
表
示
）、
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ

ス
（
行
政
サ
ー
ビ
ス
検
索
と
電
子

申
請
）、
あ
な
た
の
情
報
（
自
己

情
報
表
示
）
な
ど

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が

お
得
で
す
！

１
０
０
０
８
３
５

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

払
う
と
「
前
納
制
度
」
と
い
う
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納
の

場
合
は
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り

１
万
５
６
４
０
円
お
得
で
す
。

　
納
付
方
法
、期
間
は
選
べ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
：
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

を
希
望
さ
れ
る
方　
期
限
：
前
納

期
間
の
２
カ
月
前　
そ
の
他
：
年

金
手
帳
、
印
鑑
、
通
帳
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

し
ま
し
た
か
？

１
０
０
５
２
０
６

　

身
分
証
明
書
に
も
な
る
顔
写
真

付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
現
在
、
申
請
し
て
か
ら
お
お

む
ね
１
カ
月
程
度
で
交
付
窓
口
に

て
お
渡
し
が
可
能
で
す
。
作
成
希

望
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
申
請
方
法

　
市
民
課
、
渥
美
支
所
市
民
生
活

課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
交

付
申
請
書
を
提
出
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
ま
ち
な
か
の
証
明
写
真

機
か
ら
も
申
請
が
可
能
。

▪
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
運
用
開
始

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
が
運
用
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
端
末
は
市

民
課
、子
育
て
支
援
課
、健
康
課
、

縦
覧
場
所：街
づ
く
り
推
進
課（
北

庁
舎
２
階
）　

そ
の
他
：
縦
覧
期

間
満
了
日
ま
で
に
意
見
書
の
提
出

が
可
能

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
金
～
10
日
日

１
０
０
３
０
７
６

　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を

次
の
運
動
重
点
に
よ
り
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動

12
月
１
日
金
～
20
日
水

１
０
０
３
０
７
９

　
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県

民
運
動
を
次
の
運
動
重
点
に
よ
り

展
開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

寄
付

　

次
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚

意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
９
月
４
日
、
渥
美
半
島
ゴ
ル
フ

親
睦
会
様
か
ら
、
防
災
対
策
の
た

め
、
金
17
万
９
０
０
０
円
。

▼
９
月
７
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

株
式
会
社
東
海
・
長
野
カ
ン
パ

ニ
ー
様
か
ら
環
境
保
全
活
動
の
た

め
、
金
８
０
９
０
円
。

▪
運
動
の
重
点

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の

防
止
〈
年
間
取
組
事
項
〉

◦
自
転
車
盗
の
防
止

◦
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

▪
運
動
の
重
点

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
歩
行
中
の
子
ど
も
と
高
齢
者

お
よ
び
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
を
な
く
そ
う

◦
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て

の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

く
着
用
し
よ
う
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税

◎
税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
土
～
17
日
金

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

１
０
０
２
７
６
６

　
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
「
家
屋
課
税
台
帳
」
に
登

録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

必
ず
年
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
け
出
が
な
い
場
合
、取
り

壊
し
の
確
認
が
取
れ
ず
、引
き
続

き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
行
う
家
屋
は
届
け
出
不
要

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

パ
ー
ト
収
入
と
税１

０
０
０
８
１
３

▪
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、

年
収
が
93
万
円
を
超
え
る
方
に

は
、住
民
税
の
均
等
割（
５
５
０
０

円
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
収
が
１
０
０
万
円
を

超
え
る
方
に
は
、
こ
の
均
等
割
に

加
え
、所
得
割
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
収
が
１
０
３
万
円
を

超
え
る
と
、
所
得
税
も
課
税
さ
れ

ま
す
。

▪
配
偶
者
控
除・配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
方
の
配
偶
者
が

パ
ー
ト
で
働
く
場
合
、
パ
ー
ト
に

よ
る
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、『
配
偶
者
控
除
（
所
得

税
38
万
円
、
住
民
税
33
万
円
）』

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
収
が
１
０
３
万
円
を

超
え
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
で
も
、
１
４
１
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に
『
配
偶

者
特
別
控
除
』を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
を
併
用
し
て
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
合

計
所
得
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

る
年
に
は
、配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

平
成
29
年
分
青
色
決
算
等

説
明
会

日
時
：
12
月
１
日
（
金
）
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　

場
所
：
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊

橋
（
豊
橋
市
草
間
町
字
東
山
）　

内
容
：
記
載
方
法
の
説
明　
そ
の

他
：
青
色
申
告
決
算
書
、
収
支

内
訳
書
な
ど
の
用
紙
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.nta.go.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
／

青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
確
定

申
告
書
の
用
紙
に
同
封
さ
れ
ま
す
。

（
前
年
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ

た
方
は
、青
色
申
告
決
算
書
用
紙
、

確
定
申
告
書
用
紙
は
郵
送
さ
れ
ま

せ
ん
。）／
申
告
書
の
提
出
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
時
、
代
表
電
話

の
自
動
音
声
は
「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

▪
税
務
署
へ
の
ご
相
談

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

の
ご
相
談
は「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

と
検
索
、
電
話
に
よ
る
ご
相
談
は

代
表
電
話
の
自
動
音
声
「
１
」

を
選
択
す
る
と
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
豊
橋
税
務
署
（
豊
橋
地
方
合
同

庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
木
で
す

　
個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納

付
書
を
11
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付

書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の

も
の
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

に
対
応
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用

し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
領
収
証
書
が
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。
領
収
証
書
が
必
要
な

方
は
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
２
７

■児童虐待防止のために
　ご近所の子どもや親にこんな様子はあり
ませんか？
生活環境の様子
・異臭がする、昼夜を問わず怒鳴り声や泣き
声が聞こえる。
保護者の様子
・厳しいしつけをする、泣いてもあやさない、乳
幼児を置き去りにして長時間の外出をする。
子どもの様子
・保護者を異常に怖がる、緊張している。
・保育園やこども園、学校の欠席が多い。
■水難救助訓練実施
　田原警察署は、県
警航空隊、市消防署、
地元サーファーで構
成される安全波乗隊
と合同で、太平洋ロン
グビーチにて水難救
助訓練を行いました。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成29年の累計

9月

●人身29件（153件）
●負傷32人（205人）
●死亡0人（2人）
●物損140件（1191件）

●侵入盗6件（34件）
●乗物盗2件（16件）
●非侵入盗9件（85件）

●火災7件（27件）
●救急173件（1696件）
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜日9：30～）・泉市民館（毎週金曜日9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

のりもの 11月7日（火）～10日（金） お気に入りはどの車？遊戯室で思いっきり
遊ぼう。 幼児のみ

チャレンジ「マッチ棒
パズル」 11月7日（火）～12日（日） じっくり考えればきっとできる。挑戦してみ

よう！ 小学生以上

人形劇「てぶくろ」 11月14日（火）10：30～、
11：00～

蔵王こども園のお母さんグループ「すいかマ
マ」の人形劇です。 小学生以上

アイデア工作 11月14日（火）～19日（日） 廃材を利用してアイデアいっぱいの工作を
してみよう。 小学生以上

工作「アイロンビーズ」 11月21日（火）～26日（日） アイロンビーズでクリスマスオーナメントを
作ろう。 小学生以上

子育て講座名 と　き ところ・連絡先 講　師 内　容

絵本の読み聞かせ 11月22日（水）
11：00～11：30

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760 くぬぎの会

絵本や手遊び、ふれあい遊び
など、親子で楽しめる遊びが
いっぱいです。

7カ国語で遊ぼう！ 11月29日（水）
11：00～11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987

ヒッポファミリー
クラブ
清水直美氏

親子でいろいろな国のあいさ
つをまねたり、リズムに合わ
せて踊ったりします。

絵本の読み聞かせ 12月20日（水）
11：00～11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987 中央図書館（司書）

図書館司書さんによる「こぶ
っくおはなし隊」が、絵本の読
み聞かせをしてくれます。

ミニクリスマス会 12月21日（木）
10：30～11：15

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760 ルームスタッフ 楽しいクリスマス会。サンタ

さんも来てくれるかも！？

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【11月のお休み】11月3（金・祝）、6日（月）、1３日（月）、2０日（月）、2７日（月）

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？
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※すべてたはら健康マイレージ対象

◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他

イベント名 と　き ところ 対　象

はらぺこMommys
おはなし会

11月15日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館☎23-4946
おはなしのへや 乳幼児

こりすの部屋 11月21日（火）10：30～ 中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなしの部屋 12月2日（土）15：00～ 中央図書館
おはなしのへや 幼児～小学生

ぴよぴよおはなし会 12月13日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなし会 11月19日（日）、12月2日
（土）10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

おはなし会 11月25日（土）10：30～ 渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生

クリスマスセルフ工作
楽しいクリスマスツリーを
描こう！

12月1日（金）～24日（日） 渥美図書館 どなたでも
画材は図書館で用意します

クリスマスおはなし会 12月2日（土）14：00～
12月9日（土）14：00～

渥美図書館
おはなしコーナー 乳児～小学生

　図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか？

イベント名 とき／ところ 内　容 申　込 その他／申込先

親子エコクッキ
ング講座
1003131

12月9（土）
10：00～13：30

田原福祉センター
２階　栄養指導室

省エネルギー・省資源型の
調理実習。渥美半島の旬の
食材を利用したエコクッ
キング。

対象：市内在住の小学
生以上（小学生は保護
者同伴）
定員：20名（抽選）
参加料：500円（材料費）

11月17（金）までに電
話・FAXにて（FAXの場
合は、住所・氏名・年齢・
電話番号を明記）

託児あり

▶環境政策課
☎23-3541 23-1832

菜種の搾油体験
とエコキャンド
ルづくり
1003161

12月16日（土）
10：00～12：00

田原文化会館
アトリエ２

小型搾油機による菜種の
搾油体験と、廃食用油でエ
コキャンドルづくり。

対象：小学生以上（小学
生は保護者同伴）
定員：30名（抽選）

11月30（木）までに電
話・FAXにて（FAXの場
合は、住所・氏名・年齢・
電話番号を明記）

▶環境政策課
☎23-3541 23-1832

【日時】12 月 3 日（日）14：00 開演（13：30 開場）　【場所】田原文化会館文化ホール　【内容】「カ
ラダ＆ココロを元気にする食とは～今の自分に必要な食べ物は～」【講師】管理栄養士・野菜ソムリ
エ協会講師　中沢るみ氏　【参加料】無料　【申込】11 月 1 日（水）から農政課、田原文化会館で
入場整理券配布【配布時間】9：00 ～ 17：00【配布枚数】1 名 4 枚まで　【その他】託児あり（無
料・おやつ各自持参）【対象】未就学児まで【定員】10 名（先着順）【申込】11 月 14 日（火）ま
でに、電話または FAX にて（FAX の場合は、住所、氏名、年齢、電話番号を明記）

▶農政課☎23‐3517

平成 29 年度田原市食育講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 1004540
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

感
じ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。

▪
検
証
実
験

　
20
名
の
方
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
の
携
帯
型

心
拍
モ
ニ
タ
ー
装
置
を
装
着
し
、
山
登

り
中
の
移
動
速
度
や
心
拍
数
の
変
化
を

測
定
し
ま
し
た
。

　
山
登
り
中
、
全
て
の
参
加
者
が
、
高

い
心
拍
数
を
示
す
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
高
い
心
拍
数
の
維
持
が
、
体

力
や
健
康
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

▪
蔵
王
山
の
お
す
す
め
コ
ー
ス

　
蔵
王
山
自
然
歩
道
は
、
初
心
者
コ
ー

ス
が
往
復
歩
行
距
離
約
６・２
㎞
で
す
。

権
現
の
森
に
案
内
図
も
あ
り
、
蔵
王
山

マ
ッ
プ
は
、
商
工
観
光
課
や
蔵
王
山
展

望
台
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
展
望
台
で

は
、登
頂
認
定
証
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
秋
の
蔵
王
山
を
楽
し
み
な

が
ら
登
っ
て
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

め
た
方
は
、
全
体
の
52
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
健
康
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
が

多
い
と
い
え
ま
す
。

【
山
登
り
の
効
果
】

　
健
康
面
や
体
力
面
で
効
果
が
あ
っ
た
と

答
え
た
方
が
全
体
の
55
・
３
％
で
、
山
登

り
が
健
康
づ
く
り
に
効
果
的
な
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
多
く
の
市
民

が
定
期
的
に
蔵
王
山
に
登
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
健
康
・
体
力
面
の
効
果
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
・
社
会
的
に
も
そ
の
効
果
を

蔵
王
山
に
登
っ
て
健
康
づ
く
り
を
し

よ
う
！

　
愛
知
大
学
地
域
政
策
部
の
湯
川
治
敏
教

授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
「
田
原
蔵

王
山
へ
の
習
慣
的
な
山
登
り
が
健
康
・
体

力
に
及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
い
て
の
研
究
報

告
か
ら
、
蔵
王
山
へ
の
山
登
り
の
実
態
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
研
究
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

実
態
調
査
と
山
登
り
中
の
歩
行
ス
ピ
ー
ド

や
心
拍
数
を
測
定
す
る
検
証
実
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
市
民
１
２
３

名
の
協
力
に
よ
り
、
山

登
り
の
頻
度
、
ル
ー
ト
、

消
費
時
間
、
経
験
年
数
、

効
果
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。

▪
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【
山
登
り
を
始
め
た
動
機
】

　

健
康
や
体
力
に
不
安

を
感
じ
て
山
登
り
を
始
◦山登りを始めた動機（複数回答）

◦山登りの効果（複数回答）

※「田原蔵王山への習慣的な山登りが健康・体力に及ぼす
影響」アンケート調査結果より

 

市
内
在
住
の
杉

本
さ
ん（
90
歳
）

は
、蔵
王
山
を
30

年
以
上
も
続
け
て

登
っ
て
い
ま
す
。お

か
げ
で
と
て
も
元

気
だ
そ
う
で
す
。

中殿筋が弱くなると、骨盤が不安定になり、歩くと
きに体が左右に揺れ、正しい姿勢で歩けなくなり
ます。中殿筋を鍛えて骨盤のゆがみを予防しましょ
う。
スポーツ課☎23-3531

❶右側を下に横向きになり。右手と右ひざをつく。

❷左足のつま先を正面に向けたまま、左足を床と水平になるまで上げる。

❸下腹部とお尻を締めて、息を吐きながらゆっくりと左足を少し上げる。

❹息を吐きながら、ゆっくり水平に戻す。※つま先は正面を向け、背筋を伸ば
したままで行い、①～④を左右共に10回程度繰り返す。

●❶ ●❷ ●❸ ●❹

112

健康や体力問題

健康診断結果や医師

友人からの勧め

テレビや新聞

市のウォーキングマップ

その他
（件）0 10 20 30 40 50 60 70

生活が規則的に
体力に自信

健康度指標が改善
生活に張りができた

物忘れの改善
山登りの仲間ができた

その他
（件）0 10 20 30 40 50 60 70
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

▪
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
４
７
９
１

　

平
成
29
年
度

の
対
象
者
の

方
に
は
、
予
診

票
を
６
月
末
に

送
付
し
て
い
ま

す
。
対
象
と
な

る
期
間
は
平
成

30
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。
そ

れ
を
過
ぎ
る
と

費
用
負
担
補
助

の
対
象
者
で
は

な
く
な
り
、
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
接
種
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
期
間
内
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
①
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
（
平
成

30
年
３
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
）
の
方
②

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
方
※
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
【
場

所
】市
内
指
定
医
療
機
関【
自
己
負
担
額
】

２
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
お
よ

び
平
成
29
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
自
己
負
担
免
除
）

【
お
知
ら
せ
】

▪
冬
の
感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
、
毎
年
冬
に

な
る
と
流
行
し
や
す
い
感
染
症
が
あ
り
ま

す
。

　
感
染
症
を
発
生
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
は
空

気
が
乾
燥
す
る
冬
の
環
境
を
好
み
、
夏
よ

り
長
く
生
存
で
き
る
の
で
感
染
力
が
強
く

な
り
ま
す
。

●
感
染
症
を
予
防
す
る
方
法

①
小
ま
め
に
、
う
が
い
・
手
洗
い
を
！

②
室
内
の
湿
度
を
適
切
に
し
、
小
ま
め
に

換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
咳
が
出
る
時
は
、

マ
ス
ク
を
正
し
く

つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
感
染
が

始
ま
る
前
の
12
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。（
65
歳
以
上
の
対
象

の
方
に
は
予
診
票
を
９
月
末
に
送
付
し

て
い
ま
す
。）

  

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

で
体
調
を
整
え
、
冬
の
感
染
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
症
状
を
こ

じ
ら
せ
な
い
よ
う
、

早
め
に
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

11月19日（日）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
なかた歯科 ☎23‐1162

11月 23日（木・祝） 河合医院 ☎22‐6133
おおかわ歯科 ☎22‐4182

11月 26日（日） かわせ小児科 ☎22‐1230
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

12月3日（日）
おかだクリニック ☎37‐0001
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

月　日 当直医 電話番号

11月 3日（金・祝）

永井医院 ☎22‐0227
まち眼科 ☎22‐2710
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
仲谷歯科 ☎23‐2327

11月 5日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ふくい眼科 ☎22‐5878
田原歯科クリニック ☎23‐1626

11月12日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

▪
正
し
い
手
洗
い
の
仕
方

◦
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
15
秒
以
上
洗
い

ま
し
ょ
う
。

【
参
照
】
厚
生
労
働
省
「
正
し
い
手
の
洗

い
方
ポ
ス
タ
ー
」

手
の
ひ
ら
を
よ
く

こ
す
り
ま
す

❶
指
先
・
爪
の
間
を

念
入
り
に
こ
す
り

ま
す

❸

手
の
甲
を
の
ば
す

よ
う
に
こ
す
り
ま
す

❷
指
の
間
を
挟
む
よ
う

に
洗
い
ま
す

❹

親
指
と
手
の
ひ
ら

を
ね
じ
り
洗
い
し

ま
す

❺

手
首
も
忘
れ
ず
に

洗
い
ま
す

❻

◦送付した予診票
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「
い
つ
ま
で
も
、
元
気
な
心
と
体
を
保

ち
ま
し
ょ
う
」

【
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
チ
ェ
ッ
ク
】

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
高
齢
者
の
心
と
体
の

働
き
が
低
下
し
、
要
介
護
に
陥
る
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
下
段
の
「
イ

レ
ブ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
」
シ
ー
ト
の
質
問
に
答
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
回
答
欄
の
右
側
に
○
が
付
い

た
方
は
要
注
意
で
す
。

【
フ
レ
イ
ル
は
予
防
で
き
ま
す
】

　
フ
レ
イ
ル
は
、
適
切
に
予
防
す
れ
ば
日
頃
の

生
活
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
要
介
護
状
態
に
進

ま
ず
に
済
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪
食
事
と
口
腔
内
の
定
期
的
な
管
理

　

不
足
し
が
ち
な
タ
ン
パ
ク
質
を
補
う
た
め
、

赤
身
の
肉
や
サ
サ
ミ
、
タ
ラ
、
シ
ラ
ス
な
ど
高

タ
ン
パ
ク
低
脂
肪
な
食
品
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
、
か
か

り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
定
期
的
な
受
診
を
し

ま
し
ょ
う
。

▪
運
動
の
習
慣
付
け

　
筋
力
向
上
の
た
め
、今
よ
り
10
分
多
く
歩
き
、

意
識
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▪
社
会
参
加
の
継
続

　
活
発
な
外
出
や
交
流
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
す
こ

や
か
元
気
体
操
、
は
つ
ら

つ
シ
ニ
ア
体
操
、
閉
じ
こ

も
り
予
防
教
室
な
ど
を
週

１
回
、
ま
た
は
月
１
回
、

各
市
民
館
や
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ

ラ
ン
ド
な
ど
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
転
倒
予
防
を
目

的
と
し
た
体
操
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
の
で
お
勧
め
で
す
。

　
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
こ
と
は
フ
レ
イ

ル
の
入
り
口
で
す
。
積
極
的
な
余
暇
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
参
加
を
行
い
、
体
力

を
保
ち
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
「
元
気
な
う
ち
か
ら
、
地
域
で
の
居
場
所
を

つ
く
る
」「
元
気
な
高
齢
者
が
支
援
の
必
要
な

高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
」
な
ど
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
３
２
１
７

23
‐
３
５
４
５

【
質
問
】

　
保
険
者
統
合
後
の
申
請
窓
口
は
？

【
回
答
】

　

介
護
保
険
者
が
統
合
さ
れ
る
平
成
30

年
４
月
以
降
も
、
要
介
護
認
定
の
申
請

や
各
種
相
談
、
納
付
書
再
発
行
、
被
保

険
者
証
な
ど
の
再
発
行
な
ど
の
各
種
手

続
き
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
市
内
の
窓

口
で
行
え
ま
す
。

　

ま
た
、
手
続
き
を
行
う
場
所
に
つ
い

て
は
、
市
内
窓
口
だ
け
で
な
く
、
東
三

河
地
域
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
の
窓
口
で
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
東
三
河
広
域
連
合
介
護
保
険
準
備
室

☎（
０
５
３
２
）26
‐
８
４
６
０

「東三河広域連合からお知らせ」
～介護保険統合に関するQ＆A～
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～11/９木
田原市消防団ポンプ操法大会

展示「トヨタ自動車陸上長距離部」

11/10金～11/23木・
縄文まつり
アウトリーチフォーラム事業
出前コンサート

11/24金～12/７木
田原市長杯少年野球交流大会

サンテパルク収穫祭
1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。
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輪菊
（花／出荷時期：1年中）

皇室の紋章や硬貨の図案に
も使われる日本を代表する
花です。本市の生産量は全
国1位を誇っています。

花ことば

高貴・高潔

ポインセチア
（鉢花／出荷時期：10月～12月）

鮮やかな赤と緑でクリスマス
を彩る、有名な観葉植物で
す。県内1位の生産量で、約
43万鉢出荷されています。

花ことば

祝福・幸運を祈る

農政課  ☎23-3517

花 鉢

20

今月の 11月の

バ
ク
テ
リ
ア
を
抑
制
す
る
化
学
物
質
も
放
出
し
、
私

た
ち
の
健
康
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◇
気
軽
に
部
屋
を
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ

　
鉢
花
を
部
屋
に
置
く
こ
と
で
、
気
軽
に
部
屋
の
雰

囲
気
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
気
分
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。

▪
あ
な
た
も
鉢
花
を
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
11
月
22
日
は
「
い
い
夫
婦
の
日
」
で
す
。
日
本
中

の
ご
夫
婦
に
、
よ
り
一
層
す
て
き
な
関
係
を
築
い
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
日
本
一
の
花
の
生
産
地
か
ら
、
日

本
一
花
を
贈
る
ま
ち
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
大
切
な
人
に
田
原
市
の

鉢
花
を
贈
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
鉢
花
の

効
果
で
毎
日
が
ち
ょ
っ
と
す
て
き
に
な
り
ま
す
よ
！

心
を
癒
や
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
仲
間
た
ち

渥
美
半
島
・
田
原
市
の
鉢
花

　
鉢
花
は
、
生
活
の
洋
式
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
家

庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
需
要
が
大
き
く
伸
び
て
い
き
ま

し
た
。
近
年
の
需
要
は
横
ば
い
で
す
が
、
私
た
ち
の

心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
小
物
と
し
て
、
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
鉢
花
は「
ベ
ゴ
ニ
ア
類
」

「
ラ
ン
類
」「
観
葉
植
物
」「
花
木
類
」
な
ど
、
多
種

多
様
で
す
。
最
近
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
の

物
、
変
わ
っ
た
形
や
色
と
り
ど
り
の
鉢
物
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
た
物
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

さ
ま
ざ
ま
な
鉢
花
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
鉢
花
の
効
果

　
鉢
花
に
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
潤
す
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

　

自
律
神
経
を
整
え
、
精
神
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇
目
の
疲
れ
を
癒
や
す

　
鉢
花
の
緑
色
は
、
目
の
疲
れ
を
和
ら
げ
、
大
脳
皮

質
の
働
き
を
活
性
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
空
気
を
き
れ
い
に
す
る

　
植
物
に
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
と
な
る
有

害
物
質
を
吸
収
す
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
）
が
発
見
し
ま
し

た
。
ま
た
、
空
気
中
に
あ
る
有
害
な
カ
ビ
の
胞
子
や
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［田原市調べ］

CODは湖沼や海域の有機物的な汚れの度合いを示すのに使われる指標です。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H27 8月 11月 H28 2月 8月 11月 H29 2月 8月

［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H28年度 7月
H29年度 7月

H28年度 8月
H29年度 8月

H28年度 9月
H29年度 9月

1,592.30

1,516.88

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

5月 5月

1,394.31

1,345.17

1,561.11

1,600.34

　昨年７月から各自治会で「家庭系ごみ分別等説
明会」を実施しました。皆さんのご協力により、
昨年９月以降、前年と比べて「もやせるごみ」の
量が毎月減少しています。
　本市では「１人１日当たりの家庭系もやせる
ごみの量」（資源ごみ以外）を、平成 32 年度に
430g/ 人・日とすることを目指しています。平成
27 年度は 563g/人・日で、昨年度は 535g/人・日と、
確実に減少し、今年度はさらに減少に加速がみら
れます。
　今後、目標値を達成するにはどうすればよいか、

「もやせるごみ」の中身が分かる「ごみの組成分
析調査」の結果をみて、考えてみましょう！

▪「もやせるごみ」をよく見てみよう！

▪「もやせるごみ」を減らす３つのポイント
POINT １．生ごみ
　食べ残しや未開封品のものが多く、夏場はスイ
カやメロンなどが含まれていました。食べ残しを
減らし、必要以上に買わないようにしましょう。
POINT ２．紙類
　新聞紙・雑誌・ダンボール・雑がみが含まれて
いました。紙類は大切な資源です。正しく分別し、
紙類の日に出すようにしましょう。
POINT ３．プラスチック類
　資源化可能なものが９割も含まれていました。

マークが付いているプラスチック製品は資源に
なります。分別してプラスチック容器類として出
してください。     ▼廃棄物対策課　☎ 23-3538

もやせるごみを大解剖！？　～ごみの分別・減量にご協力ください～

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H27年 H28年 H29年

（ｔ）

資源化可能
資源化不可能

生ごみ
48.3％

紙類
31.3％

プラスチック類
13.1％

その他 7.3％

35.0％

13.3％

3.5％
3.8％

1.1％

13.9％

17.4％

12.0％

もやせる
ごみ

POINT 3

POINT 2

POINT 1

■ごみの組成分析調査結果（平成29年6月）

■月ごとのもやせるごみの量

Ｈ28年９月以降は、
前年比で、毎年減少
しています！
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日

11月▶6日月、10日金、13日月、20日月、
　　  27日月
12月▶4日月、8日金、11日月、18日月、
　　  25日月、28日木～31日日

◎渥美図書館講座　ブラアツミ

▼日時＝12月2日（土）午前10時～午後５時　

▼場所＝渥美図書館およびその周辺

▼対象・定員＝どなたでも／25名（先着順）

▼参加料＝無料（飲食代は各自で用意）

▼ 内容＝渥美地域の魅力的な場所を巡るフィールド
ワーク、ウィキペディアの記事やインターネット上の地
図の作成など

▼申込＝11月12日（日）午前10時から直接または電話
にて

▼その他＝三河田原駅からマイクロバスが出ます。
　詳しくはチラシ・HPをご覧ください

▼渥美図書館☎33-1114　

◎中央図書館　工作教室
【かみつきへびをつくってあそぼう！】
　指から抜こうとすればするほど抜けなくなる、ふし
ぎなかみつきへびを編んで作ります。

▼日時＝12月26日（火）午後2時～4時（予定）　

▼場所＝こどもしつ

▼対象＝小学生

▼定員・参加料＝20名（先着順）／無料

▼申込＝12月5日（火）午前10時から中央図書館こど
もしつカウンターまたは電話にて
本人または家族の方がお申し込みください

▼その他＝詳しくはHPをご覧ください

▼中央図書館☎23-4946　

◎渥美図書館で作って学ぼう！
　スイーツ実験教室

▼日時＝11月11日（土）午前10時～正午　

▼場所＝渥美文化会館料理研修室

▼講師＝福江高校手芸食物部

▼対象＝小学４年生以上

▼定員・参加料＝20名（先着順）／無料

▼申込＝詳しくはHPをご覧ください

▼渥美図書館☎33-1114　

◎赤羽根図書館　工作教室
【クラフトテープでつくる小さなかご】

▼日時＝12月23日（土・祝）午後1時30分～　

▼場所＝こどもしつ前の机

▼対象＝小学生以上（小学生は保護者同伴）

▼定員・参加料＝8名（先着順）／無料

▼持ち物＝洗濯バサミ10個、速乾性木工用ボン
ド、ハサミ、定規（15㎝程度）

▼申込＝12月2日（土）午前10時から直接または
電話にて

▼赤羽根図書館☎45-3426

●中央図書館
　一　般▶11月11日土～12月7日木 「歳時記」
　子ども▶11月11日土～12月24日日 「わくわくたのしい！
   クリスマス」
●赤羽根図書館
　一　般▶11月11日土～12月7日木 「山がおしえて
   くれること」
　子ども▶11月11日土～12月7日木 「かず」                           
●渥美図書館
　一　般▶11月11日土～12月7日木 「冬支度」
　子ども▶11月11日土～12月7日木 「みえないせかい」

『鳥のくらし図鑑』
おおたぐろまり/絵・文　上田恵介/
監修　偕成社　488/ｵ

スズメやハトなど、身近に見られる
鳥たちの一年の暮らしが分かる図
鑑絵本です。絵がとても繊細できれ
いです。

『教養としての 10 年代アニメ』
町口哲生/著　ポプラ社　778.77/ﾏ

近年話題となったアニメを学問の視点
で解き明かします。読み終えると全話お
さらいしたくなっちゃいます。
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其の

183

　　　文化財課 　２2-1720
（博物館）　 ２２-2028

見
直
そ
う
、
手
ぬ
ぐ
い
の
魅
力

　
以
前
、
知
人
か
ら
作
業
用
に
と
、
た
く

さ
ん
の
未
使
用
の
手
ぬ
ぐ
い
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
家
で
使
う
機
会
も
な
く
、
し
ま

わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
ら
た
め
て

新
品
の
手
ぬ
ぐ
い
を
確
認
し
て
み
ま
し
た
。

　
手
ぬ
ぐ
い
は
、
綿
を
平
織
り
し
た
も
の

で
現
在
は
幅
33
㎝
、
長
さ
90
㎝
程
度
の
大

き
さ
で
す
。
民
具
事
典
な
ど
に
よ
る
と
、

「
手
拭
は
浴
用
、
洗
面
、
手
拭
き
に
使
う

も
の
で
す
が
、
被
り
物
と
し
て
も
よ
く
使

わ
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
素
材
の
綿
が
大

量
に
栽
培
さ
れ
る
江
戸
時
代
か
ら
普
及

し
、
普
段
使
い
の
ほ
か
、
歌
舞
伎
や
落
語

な
ど
の
芸
能
の
小
道
具
に
も
使
わ
れ
、
祝

事
の
配
り
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も

住
宅
の
上
棟
式
で
配
ら
れ
ま
す
。

　
戦
前
の
渥
美
の
人
々
の
暮
ら
し
を
記
し

た
『
三
州
奥
郡
漁
民
風
俗
誌
』
で
は
、
わ

ざ
わ
ざ
手
ぬ
ぐ
い
の
項
が
設
け
ら
れ
、「
そ

こ
に
は
、
漁
師
は
い
つ
も
手
拭
を
持
ち
、

女
性
は
い
つ
も
手
拭
を
被
っ
て
い
る
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
良
湖
の
女

性
は
被
り
用
、
腰
に
下
げ
た
手
拭
き
用
の

「
二
筋
の
手
拭
」
が
粋
な
姿
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
庶
民
に
と
っ
て
、
い
か
に
生

活
に
密
着
し
た
実
用
品
だ
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
だ
わ
り
の
ア
イ

テ
ム
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
手
ぬ
ぐ
い
は
薄
く
て
軽
く
て
丈
夫
、
木

綿
の
肌
触
り
も
実
に
心
地
よ
く
、
吸
湿
性

も
あ
り
、
乾
き
や
す
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
に

畳
め
ま
す
。
さ
ら
に
染
め
抜
い
た
柄
を
楽

し
め
、
洗
い
込
む
と
そ
の
風
合
い
に
味
が

出
て
き
ま
す
。
昔
は
、
農
作
業
で
け
が
を

し
た
ら
裂
い
て
包
帯
代
わ
り
に
、
下
駄
の

鼻
緒
代
わ
り
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
一
つ
で
何

に
で
も
使
え
ま
す
。

　
さ
て
、
冒
頭
の
い
た
だ
い
た
手
ぬ
ぐ
い

に
は
２
５
９
号
線
バ
イ
パ
ス
開
通
（
昭
和

51
年
）・
田
原
中
部
小
学
校
の
体
育
館
の

建
設
（
昭
和
51
年
）
記
念
を
は
じ
め
、
地

域
の
お
祭
り
、
町
民
体
育
祭
、
青
年
会
・

会
社
・
店
名
、
行
政
の
啓
発
な
ど
の
文
字

や
柄
が
染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
録
に
な

い
も
の
、
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、

手
ぬ
ぐ
い
か
ら
昔
の
出
来
事
や
、
行
事
、

街
並
み
ま
で
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

博
物
館
で
は
渥
美
町
の
文
化
祭
で
配
っ
た

町
内
の
文
化
人
の
手
に
よ
る
書
、
絵
を
染

め
た
も
の
も
見
つ
け
ま
し
た
。
手
ぬ
ぐ
い

に
地
域
の
歴
史
文
化
の
記
憶
が
染
め
ら
れ

た
大
事
な
資
料
と
な
っ
た
訳
で
す
。
生
活

に
寄
り
添
っ
た
手
ぬ
ぐ
い
が
こ
の
よ
う
な

価
値
を
生
む
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、
体
拭
き
・
汗
拭
き
は
タ
オ
ル
な

ど
が
使
わ
れ
、
手
ぬ
ぐ
い
を
日
常
で
使
う

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

手
ぬ
ぐ
い
の
良
さ
に
注
目
し
た
女
性
た
ち

を
中
心
に
、
伝
統
的
な
柄
は
も
と
よ
り
今

風
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
色
彩
豊
か
な
柄
に
染

め
抜
い
た
も
の
が
再
び
人
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。
風
呂
敷
の
よ
う
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に

も
使
う
な
ど
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
も
生
ま

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に

も
活
躍
す
る
手
ぬ
ぐ
い
の
携
帯
は
必
須

で
、
そ
の
機
能
性
の
高
さ
は
折
り
紙
付
き

で
す
。
手
ぬ
ぐ
い
は
、
長
い
歴
史
の
生
活

の
知
恵
や
工
夫
、
遊
び
が
詰
ま
っ
て
い
る

魔
法
の
布
で
す
。

　
今
回
、
手
ぬ
ぐ
い
の
魅
力
を
見
直
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
も
普
段
か
ら
愛
用
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
暮
ら
し
の
中
に
取

り
入
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

●手ぬぐいを被っている作業中の女性たち

●記念の手ぬぐい
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評焦げ目がついて、とてもおいしそうなサ
ンマが焼けましたね。

友達と一緒に、太鼓橋や木に登る様子が
楽しそうに描けましたね。

サンマが上手にできてうれし
かったよ。

小中山保育園で木登りをして
楽しかったよ。

こ　なかやま ほ  いくえん 　　き  のぼ じょうず

 とも だち　　 いっしょ　　　　たい  こ  ばし　　　き　　　のぼ　　 よう  す こ　　　 め  　

や
評

第一保育園

河邉璃亜くん（6歳）

第一保育園

早川心寧ちゃん（5歳）
 ここ　　ね

太田瞳先生

今まさに相手を投げよう
としている瞬間を、柔らか
な曲線を使って生き生き
と表現できました。

評互いに一歩も譲らない
力のこもった取組の様
子を、力強い彫り方で表
現できました。

評 大草小学校6年

立本来泉くん

大草小学校6年

川越友哉くん
ら  　 い

版画
版画

たの

たの　　　　　　　　か

  り　　あん

とも　　や

▼
あ
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
病
院
。医
療
従
事
者
が
頑
張
っ
て

市
民
の
健
康
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、健
康

で
い
る
こ
と
。毎
日
笑
顔
で
暮
ら
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】診
察
を
受
け
る
親
子

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成29年10月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 36人 死亡 44人

転入 149人 転出 134人

増減 7人

総人口 63,115人

男性 31,869人

女性 31,243人

世帯数 22,186世帯

※増減は9月中です

今月　納税・使用料の

11月30日納期限 木

国民健康保険税
（第６期分）

後期高齢者医療保険料
（第５期分）

下水道事業受益者負担金
（第３期分）

農業集落排水事業分担金
（第３期分）

奇数月は検針があります。ご協力ください。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

80.5%
（41,715千㎥）

平成29年10月20日現在 ［水資源機構調べ］
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